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《問１》  

 

Ｍさんは、Ａさんに対して、Ａさんが現時点（2021 年１月 24 日）で

死亡した場合に妻Ｂさんが受給することができる公的年金制度から

の遺族給付について説明した。Ｍさんが説明した以下の文章の空欄

①～④に入る最も適切な語句または数値を、下記の〈語句群〉のなか

から選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。なお、問題の性質上、

明らかにできない部分は「□□□」で示してある。 

 

Ⅰ 「Ａさんが現時点において死亡した場合、妻Ｂさんに対して遺族

基礎年金および遺族厚生年金が支給されます。遺族基礎年金を受け

られる遺族の範囲は、死亡した被保険者によって生計を維持されて

いた『子のある（ ① ）』または『子』です。『子』とは、18 歳到達

年度の末日までの間にあるか、20 歳未満で障害等級１級または２級 

に該当する障害の状態にあり、かつ、現に婚姻していない子を指しま

す。妻Ｂさんが受給することができる遺族基礎年金の額は（ ② ）

円（2020 年度価額）となり、長女Ｃさんの 18 歳到達年度の末日終了

後は（ ③ ）円（2020 年度価額）となります」 

 

Ⅱ 「遺族厚生年金の額は、Ａさんの厚生年金保険の被保険者記録を

基礎として計算した老齢厚生年金の報酬比例部分の額の（ ④ ）相

当額になります。ただし、その計算の基礎となる被保険者期間の月数

が□□□月に満たないときは、□□□月とみなして年金額が計算さ

れます」 

 

〈語句群〉 

 

イ．781,700  ロ．1,006,600  ハ．1,081,600  ニ．1,231,500  

 

ホ．妻  ヘ．配偶者  ト．２分の１  チ．３分の２  リ．４分の３ 

  



【答え】 

 

Ⅰ 

●遺族基礎年金の受給要件 

・国民年金の加入者、老齢基礎年金の受給資格期間が 25 年以上。 

・死亡した者の基礎年金の保険料納付期間が加入期間の 2/3 以上。 

・過去 1 年間に保険料の滞納がないこと。 

 

●遺族基礎年金支給額 

被保険者の死亡時、生計を維持されていた遺族(※)が対象 

（※）子のある年収 850 !円未満の配偶者 (妻または" ) 

   子とは 18 歳到達年度の 3 月末日、20 歳未満で障害等級 1 級

または 2 級。 

子#の数  により支給額は$います。 (%& 2 年度' 2020 年度' 額） 

子#１人  (  781,700 円) 224,*00 円+ １人, 1,006,600 円 

子#２人  (  781,700 円) 224,*00 円+ ２人, 1,231,500 円 

子# ３人( 781,700 円) 224,*00 円+ 2 人) 75,000 円, 1,306,500 円 

子# ４人以上 (  1 人-える.とに 75,000 円/加  

 

なお、0件を満たす配偶者 と子がいる場合は、配偶者に12があ

り、子には支給されま3ん。  

 

4問③  長女 5 さんが 18 歳到達年度末日に達すると、6月から長

女 5 さんに7る子の加算額の支給が89されます。  

 

したがって:解は、①  ヘ．配偶者  ② イ．781,700 

         ③ ロ．1,006,600 

  



Ⅱ 

●遺族厚生年金の受給要件 

・老齢厚生年金の受給資格期間 25 年以上の者が死亡した時 

・被保険者が死亡した時、保険料納付期間が加入期間の 2/3 以上。 

・過去 1 年間に保険料滞納がないこと。 

・被保険者であった時の;<により、 =>日から 5 年以?に死亡。  

・障害厚生年金 1 級・2 級の受給1者  

 

●遺族厚生年金支給額 

・被保険者の死亡時点で老齢厚生年金の報酬比例部分の 3/4 相当額 

・被保険期間が 300 月未満の場合は 300 月として計算されます。 

 

●遺族厚生年金の受給対象者 

被保険者の死亡時、生計を維持されていた遺族(※)で、@ABCが

Dい者のみを 対象とします。 

 

遺族(※)の@ABC  

E 1 BC( 配偶者(" F55歳以上)、子(18 歳到達年度の 3 月末日、

障害者は 20 歳未満)、0件を満たす配偶者と子がいる場

合は、配偶者に12があり、子には支給されま3ん。  

E 2 BC (GH (55 歳以上) 

E 3 BC (I (18 歳到達年度の 3 月末日、障害者は 20 歳未満) 

E 4 BC (JGH (55 歳以上) 

 

 

したがって:解は、 ④ リ．４分の３ 

 

  



《問２》  

 

Ａさんが現時点（2021 年１月 24 日）で死亡した場合、 

《K例》のLＡさんとそのM 族にNする資料Oおよび下記の  

L資料Oに基Pき、妻Ｂさんが受給することができる遺族厚生年金

の年金額をQR、解答用紙に記入しなさい（計算過Sの記TはU要）。  

なお、年金額は 2020 年度価額に基Pいて計算し、年金額のV数WX
は円未満をYZ[ 入すること。 

 

 
  



【答え】 

 

●遺族厚生年金支給額 

・被保険者の死亡時点で老齢厚生年金の報酬比例部分の 3/4 相当額 

・被保険期間が 300 月未満の場合は 300 月として計算されます。 

 

遺族厚生年金(報酬比例分)の計算\  

, (] ) ^)+ 300 月_実`の被保険者期間 + 3_ 4 

※給付ab がc報酬比例制 d入eと後では fなるたR、それgれ計

算します。 

 

] hc報酬制d入 eの期間分  

ijkl報酬月額+ ab +c報酬制d入eの被保険者期間の月数  

 

^hc報酬制d入 後の期間分 

ijkl報酬額+ ab +c報酬制d入後の被保険者期間の月数  

 

 

]h 2003 年 3 月以eの期間分  

 280,000 円+ 7h125/1,000+48 月, *5,760 円 

 

^h2003 年 4 月以後の期間分 

 400,000 円+ 5h481/1,000+213 月, 466,*81h2 円 

 

] ) ^m*5,760 円) 466,*81h2 円, 562,741h2円 

                , 562,741 円 円未満YZ[入  

 

遺族厚生年金の年金額 

 562,741+300 月n 261 月+3 _ 4, 485,121h552円 

, 485,122 円 円未満YZ[入  

 

したがって:解は 、485,122 円になります。 

  



《問３》  

 

Ｍさんは、Ａさんに対して、妻Ｂさんに7る遺族給付のopqrい等

について説明した。Ｍさんが説明したsの記t①～③について、適切

なものにはuvを、U適切なものには+vを解答用紙に記入しなさ

い。なお、o選wxにおいて、yかにz要とされる要件等はす{て満

たしているものとする。 

 

① 「Ａさんの死亡後、妻Ｂさんが厚生年金保険の被保険者として|
}ことは~•性と して€えられると•います。遺族厚生年金の年金

額は、妻Ｂさんのc報酬月額相当額と基4月額との合計額が 47 !円
（2020 年度価額）を‚えなけれƒ、„額支給され ますので、支給8
9となる…†‡を過度にˆ配されることはないと•います」  

 

② 「‰女Šさんの 18 歳到達年度の末日が終了し、妻Ｂさんの‹す
る遺族基礎年金の受給1がŒ•したときは、妻Ｂさんが 65 歳に達す

るまでの間、妻Ｂさんに支給される遺族厚生年金の額にŽD齢••
加算が加算されます」 

 

③ 「妻Ｂさんが受けqる遺族基礎年金および遺族厚生年金の年金額

は、‘’“”上、 •–“‘’となります」  

  



【答え】 

 

①は、U適切  +  

厚生年金保険の被保険者として|} 場合は、—˜老齢年金 制度によ

り™部または„部が支給89と なります。 

年金額の支給89 には 60 歳š 65 歳未満と 65 歳以上でfなります。  

 

●—˜Žの年金（—˜老齢年金制度）  

70 歳未満の›がœ•にž˜し厚生年金保険に加入した場合Ÿ、 70

歳以上の›が厚生年金保険の適用 業‘に¡Rた場合 には、老齢厚

生年金の額と給¢Ÿ£¢の額（c報酬月額相当額）に¤¥て、年金

の™部または„額が支給89となる場合があります。  

 

¦ 60 歳§e¨（ 60 歳から 65 歳未満）の—˜老齢年金 © 
・—˜Žであってもc報酬月額相当額と 老齢厚生年金の基4月額の

合計が 28 !円 に達するまでは年金の„額を支給します。  

 

・c報酬月額相当額と老齢厚生年金の基4月額の合計が 28 !円を

上ªる場合は、c報酬月額相当額の-加 2 に対し、年金額 1 を89
します。 

 

・c報酬月額相当額が 47 !円を‚える場合は、さらにc報酬月額

相当額が-加した分だけ年金を支給89します。  

 

¦ 65 歳以後の—˜老齢年金 © 
・基4月額とc報酬月額相当額との合計が 47 !円以下の場合  

・・・・・„額支給  

 

・基4月額とc報酬月額相当額との合計が 47 !円を‚える場合  

・・基4月額«（基4月額)c報酬月額相当額« 47 !円） n2  

 

  



②は、適切 ¬  

ŽD齢••加算とは  

"死亡時に 40 歳以上で、子のいない妻Ÿ、子があってもその子が

遺族基礎年金における加算対象­となったときに 、40 歳から 65 歳

になるまでの妻には、遺族厚生年金にŽD齢••加算が加算されま

す。 

4問では、妻 ®さんには、遺族基礎年金の支給対象となる子である

5 さん・¯ さんがいる(2 人とも 18 歳未満)たR、現時点では ŽD齢

••加算の対象­ ですが、末子の‰女 ¯ さんが 18 歳到達年度末日

に達すると妻 ®さんは遺族基礎年金の受給1を°いますが、その時

点で妻 ®さんは 53 歳ですので 65 歳になるまでŽD齢••加算額を

受けqれます。  

 

 

③は、適切 ¬  

遺族年金Ÿ障害年金 から受ける年金額は、‘’“”上の •–“‘’
です。 

  



【E２問】   

sのK例に基Pいて、下記のo問（《問４》～《問±》）に答えなさい。  

 
  



《問４》  

 

《K例》の²†³に基Pいて算´されるsの ①、②をQR、解答用紙

に記入しなさい（計算過Sの記TはU要）。〈答〉はµ示¶Cの·数点

以下E３CをYZ[入し、·数点以下E２Cまでを解答すること。  

 

① ¸•および¹•のº»¼  

② ¸•および¹•の½¼º  

  



【答え】 

 

①¸•および¹•のº»¼  

 

¾¿À（ÁÂ資42Ãb）は、ÁÂ資4をÄってÅれだけÆb的に2
Ãを上Çたかを示す指kです。 ¾¿ÀがDいyÅ、収Ã性がDいœ•
とÈÉできます。  

 

 ¾¿À(Ê),当期Ë2Ã n ÁÂ資4 +100  

 

Ì •の当期Ë2Ã  56,000 Í!円、  

ÁÂ資4（,Ë資産） 550,000 Í!円  

 

 56,000n550,000+100 , 10h181Î  

  Ï ·数点以下E 3 CをYZ[入  10h18Ê 
 

したがって:解は 、Ì • ¾¿Àは 10h18(Ð )  

 

Ñ•の当期Ë2Ã  20,000 Í!円 、 

ÁÂ資4（,Ë資産） 240,000 Í!円  

 

 20,000n240,000+100 , 8h333Î  

  Ï·数点以下E 3 CをYZ[入  8h33Ê 
 

したがって:解は、 Ñ• ¾¿Àは 8h33(Ð ) 

  



②¸•および¹•の½¼º  

PÀ¾（Ò価収Ãb）は、Ò価が 1 Ò当たり当期Ë2ÃのÓÔである

かを示す指kです。 PÀ¾がÕいyÅÒ価がÖ× とÈÉします。  

 

 PÀ¾(Ô ),Ò価 n1 Ò当たり当期Ë2Ã  P/À 
 

Ì • のÒ価 1,250 円、 

1 Ò当たりの当期Ë2Ã  56,000 Í!円 (560 Ø )n 5 Ø, 112 円 

 

 1,250 円n112 円, 11h160Î  

   Ï·数点以下E 3 CをYZ[入   11h16 Ô  

 

したがって:解は、 Ì •の PÀ¾ 11h16(Ô )  

 

 

Ñ• のÒ価 1,354 円、 

1 Ò当たりの当期Ë2Ã  20,000 Í!円 (200 Ø )n 2 Ø, 100 円 

 

 1,354 円n100 円, 13h54 Ô  

 

したがって:解は、 Ñ•の PÀ¾  13h54 Ô  

 

 

  



《問Ù》  

 

Ｍさんは、Ａさんに対して、《K例》の²†³に基Pいて、Ò\のÚ
資指k等につ いて説明した。Ｍさんが説明したsの記t①～③につ

いて、適切なものにはuvを、U適切なものには+vを解答用紙に記

入しなさい。 

 

① 「 ½Ｂºは、Ò価（時価c額）がÛ業のË資産（ÁÂ資4）と比

{てÖDであるか、 Ö×であるかをÈÉするたRの指kです。½Ｂº
が１Ôを下ªる¸•Ò\および¹•Ò\はÖ×とÈÉできます」  

 

② 「™Üに、配当2ªりがDいyÅ、ÒÝに対する2ÃÞßの度合

いがDいと€える ことができます。¹•Ò\の配当2ªりは 50Ðで

あり、¸•Ò\の配当2ªりを上 ªります」  

 

③ 「™Üに、ÁÂ資4比bがD いyÅ、àáの×„性がDいと€え
られています。Á Â資4比bは¹•よりも¸•のyâがD}なって

います」 

  



【答え】 

 

①は、U適切  +  

P®¾（Ò価Ë資産Ôb）は、Ò価が 1 Ò当たりË資産のÓÔである

かを示す指kで す。 

 

P®¾(Ô ),Ò価 n1 Ò当たりË資産  P/® 
 

 

1 Ôを下ªっているといâことは、Ò価がそのÛ業が解ãしたとき

の価値未満になっているとäâこと です。 

™Ü的にはÖ×であるとÈÉ します。 

 

Ì •のË資産 550,000 Í!円 (, 5,500 Ø円)、 

åæçÒ\c数 5 ØÒ  

 

1 Ò当たりのË資産は 5,500 Ø円 n5 ØÒ, 1,100 円 

Ì •のÒ価は 1,250 円 

 

Ì •の P®¾, 1,250 円n1,100 円, 1h1363Î Ô  

 

Ñ•のË資産は 240,000 Í!円 (, 2,400 Ø円)、 

åæçÒ\c数は 2 ØÒ  

 

1 Ò当たりのË資産は 2,400 Ø円 n2 ØÒ, 1,200 円 

Ñ•のÒ価は 1,354 円 

 

Ñ• の P®¾, 1,354 円n1,200 円, 1h1283Î Ô  

 

Ì •・ Ñ•ともに P®¾が 1 Ôを上ªってい ます。 

  



②は、U適切  +  

配当2ªりは、Ò価に対する年間配当金のÖ合を示す指kで す。 

 

配当2ªり, 1 Ò当たりの年間配当金 n Ò価 +100  

 

Ì •の 1 Ò当たり年間配当金は 40 円、 

Ò価は 1,250 円 

Ì • の配当2ªり , 40 円n1,250 円+100 , 3h2Ð  

 

Ñ•の 1 Ò当たり年間配当金は 50 円、 

Ò価は 1,354 円 

Ñ• の配当2ªり , 50 円n1,354 円+100 , 3h6*2Î Ð  

50Êではありま3ん 。 

 

Ñ•の配当2ªり O Ì •の配当2ªり  

 

となります。4問の 50Êは当期Ë2Ãに対する年間配当金のÖ合を

示す配当性èの値 です。 

 

③は、適切 ¬  

ÁÂ資4比bは、éêおよびË資産の合計額 であるc資4にëRる

Ë資産のÖ合のことで す。 

ÁÂ資4比bがDいyÅàáの×„性がDいと€えられます。  

 

ÁÂ資4比b,,Ë資産n (éê)Ë資産 )+100  

 

Ì •のË資産は 550,000 Í!円、  

c資4は資産とì額の *20,000 Í!円  

 550,000n*20,000+100 , 5*h782Î Ð  

 

í Ñ•のË資産は 240,000 Í!円、  

c資4は資産とì額の 720,000 Í!円  

 240,000n720,000+100 , 33h333Î Ð  

 

したがって、ÁÂ資4比bは Ì •の›がD}なっています。  

  



《問±》   

 

Ｍさんは、Ａさんに対して、îïðＡについて説明した。Ｍさんが説

明したsの記t ①～③について、適切なものにはuvを、U適切なも

のには+vを解答用紙に記入しなさい。  

 

① 「 îïðＡñòで上場Ò\をó入する場合は、™ÜîïðＡを2
用して}ださい。つみた てîïðＡôõに受け入れることができる

対象ö÷は、‘õの要件を満たす公øÒ\Ú資ùúŸ¼ûüですの

で、上場Ò\をつみたてîïðＡôõに受け入れることはできま3
ん」 

 

② 「 ™ÜîïðＡとつみたてîïðＡは、ì™年Žにおいて、ý用
してþÿÚ資等に2用す ることができま3んので、Å!らか™›を
選wして、2用することになります」  

 

③ 「 2020 年度“制":により、 2021 年Žに™ÜîïðＡôõにþ
ÿで受け入れることが できる•–“Ú資#は、年間 120 !円から 102

!円に$%されています」  

  



【答え】 

 

①は、適切 ¬  

つみたて &'() とは、*に+額からの長期・,-・分ãÚ資を支.
するたRの •–“制度 です（2018 年 1 月から‡³†ト）。   

 

つみたて &'() の対象ö÷は、/数料がÕ0l、12に分配金が支

34れないなÅ、長期・,-・分ãÚ資に適した 公øÒ\Ú資ùú
と上場Ò\Ú資ùú（ À5F）に6õ されています。 

上場Ò\ をつみたてîïðＡôõ に受け入れることはできま3ん 。 

 

②は、適切 ¬  

ñò7K について &'() ñòは、 1 人 1 ñò （1 人 1 金89N） に6
り7Kできます。  

ただし、&'() ñò?で、つみたて &'() :は™Ü &'() のÅ!らか™
›を選wするz要 があります。 

年¶Cでつみたて &'() と™Ü &'() を;<することも~•です が、

=>として、;<しよâとする年のe年の 10 月から 12 月の間に、

金89Nで;<の/?きを@了するz要があります。  

 

③は、U適切  +  

2020 年度の“制":により、 2024 年以Aのþ &'() は 2 BCてのD
EになることがFまっています。   

1 B部分となる,み-て#（年間 20 !円）にÚ資した人が、 2 B部
分となるÚ資#（年間 102 !円）をÄってGHのよâにÒ\Ú資な

ÅができるIJみです。  

これは 2024 年から適用される#Jみなので、 2021 年Žの™Ü &'()
ôõに受け入れられる•–“Ú資#は 120 !円です。  

  



þ &'() にNしては、下記をK€にして}ださい。 (´L(金8M ) 

 

 
 

510 !円n 5 年, 102 !円  

                100 !円n 5 年, 20 !円  

 

  



 
  



《問N》   

 

Ａさんが¸•から受けqったO˜金に7るO˜‘’の金額を計算し

た下記の計算\ の空欄①～③に入る最も適切な数値を、解答用紙に

記入しなさい。なお、Ａさんは、これ以­にO˜/当等の収入はな}、
障害者になったことがO˜の%Pの=Qではないものとする。また、

問題の性質上、明らかにできない部分は「□□□」で示してある。 

 

 

LO˜‘’RS額O  

800 !円)（  ① ）!円 + （□□□年« 20 年）,（  ② ）!円  

 

LO˜‘’の金額O  

（2,200 !円«（  ② ）!円） +□□□ ,（  ③ ）!円  

  



【答え】 

 

O˜‘’の金額  

, (O˜に7る収入金額«O˜‘’RS額 )+ 1_ 2 

 

※O˜‘’RS  

¡?年数が 20 年以下の期間は１年当たり 40 !円 （最Õ 80 ! 円） 

20 年を‚える 期間は１年当たり 70 !円 のRS です。 

なお、¡?年数 が 1 年に満たないV数 は切り上Ç られます。 

 

) さんは¡?年数 34 年 * T月  ¡?年数は 35 年で計算します。 

 

 O˜‘’RS額, 40 !円 + 20 年) 70 !円 +( 35 年« 20 年) 

        , 800 !円) 1,050 !円, 1,850 !円  

 

よって、O˜‘’金額は  

 (2,200 !円« 1,850 !円 )+1 _ 2, 175 !円  

 

 

したがって:解は、①  70  ② 1,850  ③ 175 

  



《問U》   

 

Ａさんの 2020 年分の‘’金額について、sの ①、②をQR、解答用

紙に記入しなさい（計算過Sの記TはU要）。〈答〉は!円¶Cとする

こと。 

 

① c‘’金額に算入される™時‘’の金額  

② c‘’金額  

 

 
 

  



【答え】 

 

① c‘’金額に算入される™時‘’の金額  

 

™時‘’  

,収入額«収入を’るたRに支´した額«*VRS 50 !円   

  ※c合‘’を算´する`に は 上記+ 1/2 が合算対象 

 

 

™時3;額個人年金保険（Wõ年金）の解XはYX 200* 年 5 月か

ら 5 年をà過した後ですので、受けqった解XZ[金は™時‘’に
該当します。 

 

収入金額(解XZ[金額の 800 !円  

支´金額 (™時3保険料の 500 !円  

 

 800 !円« 500 !円« 50 !円, 250 !円  

  

※250 !円 +1 _ 2, 125 !円  

 

したがって①の:解は 、125 !円  

 

 

  



② c‘’金額  

 

ま\、 給¢‘’ , 給¢収入等の金額«給¢‘’RS額  

 

給¢収入  750 !円    資料より、660š 850 のRS 額 

 

 給¢‘’RS額( 750 !円 + 10Ê« 110 !円 , 185 !円  

 給¢‘’の金額( 750 !円« 185 !円, 565 !円  

 

※) さんには 23 歳未満の]^_族がいますが、 給¢収入 850 !円以

下なので‘’金額`aRS（子Åも等）は計算U要 です。 

 

sに Ub産‘’  

Ub産‘’はc 150 !円  

dÃe算の対象­( fgのq’に7るh金の2子 10 !円  

よって、c 150 !円« 10 !円, c140 !円が合算対象 となります。 

 

最後に、™時‘’  

①でQRた 125 !円  

 

c‘’金額 ,給¢‘’)Ub産‘’)™時‘’  

 

 565 !円) c140 !円) 125 !円, 550 !円  

 

したがって:解は 、550 !円  

  



《問i》   

 

Ａさんの2020年分の‘’“の–“にNするsの記t ①～③について、

適切なものにはuvを、U適切なものには+vを解答用紙に記入し

なさい。 

 

① 「妻Ｂさんの合計‘’金額は 48 !円以下であるたR、Ａさんは

配偶者RSの適用を 受けることができます」 

 

② 「Ａさんが適用を受けることができる長女Ｃさんに7る]^RS
のRS額は、 38 ! 円です」 

 

③ 「Ａさんが適用を受けることができるHŠさんに7る]^RSの
RS額は、 48 !円 です」 

  



【答え】 

 

①は、適切 ¬  

 

L RS対象配偶者となる人の範囲 O  

RS対象配偶者とは、その年の 12 月 31 日の現jで、下記、要件の

す{てに当てはまる人です。  

 

・民”のÿõによる配偶者であること（ ?kN7の人は該当しま3
ん）。 

・納“者と 生計を™にしていること。 

・年間の合計‘’金額が 48 !円以下 であること。（給¢のみの場合

は給¢収入が 103 !円以下 ）  

・lmno者の 業pG者としてその年をe¥て™度も給¢の支3  

を受けていないこと:はqmno者の  業pG者でないこと 。 

 

配偶者RS額の金額  

RSを受ける納“者
4人合計‘’金額  

RS額  

™ÜRS対象配偶者  老人RS対象配偶者  

*00 !円以下  38 !円  48 !円  

*00 !円‚ *50 !円
以下 

26 !円  32 !円  

*50 !円‚ 1,000 !
円以下 

13 !円  16 !円  

 

妻 ®さん合計‘’金, 100 !円« 55 !円 , 45 !円  RS対象配偶者  

  



②は、適切 ¬  

 

 対象]^M族  年齢 RS額  

™ÜのRS対象]^M族  16 歳以上 18 歳以下 

23 歳以上 6* 歳以下 

38 !円  

*õ]^_族  1* 歳以上 23 歳未満 63 !円  

•ìr老人]^_族  70 歳以上 48 !円  

ìr老人]^_族  58 !円  

 

]^RSの要件  

・納“者4人と生計を™にしていること  

・年末時点で 16 歳以上であること 

・合計‘’金額が 48 !円以下 であること 

 

長女 5 さん 25 歳、収入なし、sss™Ü]^_族  RS額 38 !円  

 

③は、U適切  +  

 

H ¯ さん(84 歳)は、老齢基礎年金 60 !円  ‘’はt です。 

公的年金等の収入金額の合計額が 1,100,000 円までの場合は、‘’
金額はuロとなります 。RS対象]^_族に該当 します。ìrの老

_ なので、H ¯ さんに7る]^RSの RS額は 58 !円 です。 

 
  



 
  



《問 10》  

 

vfg上にwxCyzをCyする場合におけるsの ①、②をQR、解

答用紙に記入しなさい（計算過Sの記TはU要）  

 

① C{bの上6となるCy|,  

② },bの上6となる~{|,  

  



【答え】 

 

① C{bの上6となるCy|,  

 

Cy|,の上6,fgの|,+fgのC•いb  

 

€C•いbの上6が•&される場合 ‚  

①!ƒxg„?にあるwxCyz  …†‡ 10Ê 

②!*õæ‡Mが指õするˆg  …†‡ 10Ê 

③lƒxg„のwx・lwxCy  …†‡ 10Ê 

上 記 の ① ② の ‰ › に 該 当 す る 場 合

(10ÊŠ10Ê) 

…†‡ 20Ê 

C•いbが 80Êとされているg„?で、ƒx
g„?のwxCyz  

C•いb 100 

(C•いbの制6なし ) 

 

vfg ( 指õC{b 60Ð 、lƒxg„ （C•いbの上6•&対象）  

‹g|,  300 Œ 

※wxCyzをCyする場合には 10Ðの•&を受けられます。  

 

Cy|,, 300 Œ+ （60Ê) 10Ê）Ð, 210 Œ 

 

したがって:解は 210(Œ)になります。 

  



② },bの上6となる~{|,  

 

~{|,の上6,fg|,+そのfgの},b   

 

Cyzの‹gが、},bのfなる２つ以上のg„に4たる場合、‹g

„•の~{|,の上6は、「 og„ の|,+ o},b 」の合計となり

ます。 

 

 

※},bには、 e|Ž•の•が 12‘ 未満の場合、用’g„によって

制6があります。計算\“”と 指õ},bを比{て、·さいyâが
},bの上6 です。（e|Ž•が 12‘ 以上は指õ},bをÄ 用） 

 

e|Ž•の•+ ”õa数  

•r– 用’g„の場合ÎÎe|Ž••+ 4_ 10 

その—の用’g„の場合Îe|Ž••+ 6_ 10 

 

4問の対象g  

指õ},b 200Ð、  

e|Ž•の• + ”õa数  8˜ + 4/10(l•rg„ )+ 100, 320Ð  

 指õ},b 200ÊL計算上},b 320Ê ·さい›の 200ÊをÄ用  

 

 ~{|,, 300 Œ+200 Ð, 600 Œ 

 

 

したがって:解は 、600(Œ)になります。 

  



《問 11》  

 

¸•が™šする 業用õ期hg1›\にNするsの記t ①～③につ

いて、適切なものにはuvを、U適切なものには+vを解答用紙に記

入しなさい。 

 

① 「 業用õ期hg1›\とは、hÝである¸•がvfgをYXで
™õ期間›hし、 ¸•がCzをCKする/”です。4›\のœリ•ト
として、fgを/žさ\に×õしたgŸ収入を’ることができるこ

と、期間満了後はfgが<gとなってZÞされる点なÅが Çられ

ます」 

 

② 「 業用õ期hg1等は、¡?期間が 10 年以上 30 年未満の 業
用hg1と 30年以上50年未満の 業用õ期hg1に¢Vされます。

 業用õ期hg1等のKõYXは、 公:£¤により¥¦しなけれƒ
なりま3ん」  

 

③ 「¸•がvfgに§†•¨‡ト©のª«をCKした場合、相?“
額の計算上、vf gは¬MC付gとして­価されます。Á用g価額１

Ø円、hg1Ö合 60Ð、hM1 Ö合 30Ð、›¬Ö合 100Ðとした場

合のvfgの相?“­価額は 8,200 !円です」  

  



【答え】 

 

①は、適切 ¬  

 業用õ期hg1›\  

fg の‘‹者が、õ期hg1をKõしたfgを¬し、²®ロ•¯†
が7å 業をæâ›\です。 fgを¬し付けるだけなので収入は+
な}なります 。fg‘‹者は  業資金のé°はな}×õしたàá が

できます。また、 業用õ期hg1等では 期間満了によりhgN7
が終了するので、=>としてCzは hÝによりqり±され、<gで
ZÞされることになります。  

 

 

②は、適切¬  

 業用õ期hg1  

¡?期間が 10 年以上 30 年未満の 業用hg1と 30 年以上 50 年未

満の 業用õ期hg1に分かれます ※。 

 業用õ期hg1YX は公:£¤で YX しなけれƒなりま3ん。  

 

 

③は、U適切+  

 業用õ期 hg1のKõで¬しているfg は、相?“”上 は、¬²
gとして­価 します。 

 

vfgの­価額 , １³« (１« 60Ê), 4,000 !円  

 

4問の ¬MC付gは、Áら‘‹する¬MがCっているfgの¢分で

す。 

  



 

《問 12》  

被相?人のr•用´産（空きM）に7るµ¶‘’の*VRSの*例
（以下、「4* 例」といâ）にNするsの記t①～③について、適切

なものにはuvを、U適切なものには+vを解答用紙に記入しなさ

い。 

 

① 「4*例の適用を受けるたRの要件の１つとして、 1*81（·& 56）

年Ù月 31 日以e にCyされたM¸であることが Çられます。実M
のCzをqり±して、vfgを<gにした場合、4*例の適用を受け

ることはできま3んので、4*例の適用を¹ºしているのであれƒ、
Czは現jの空きMのままにしておいて}ださい」  

 

② 「 4*例の 適用を受けた場合の*VRSの額は最D 3,000 !円
です。4*例と相?´ 産をµ¶した場合のq’»の*例（相?“のq
’»加算の*例）とは選w適用となりますので、‹2なyâを選wす

るよâにして}ださい」  

 

③ 「4*例の適用を受けるたRには、Wõno¤に被相?人r•用
M¸等W¼¤を½ 付するz要があります。当該W¼¤は実Mが‘—
するg„を¾¿する”務ÀにnÁし、Â付を受けて}ださい」  

  



【答え】 

 

相?:は遺Ãによりq’した被相?人r•用M¸:は被相?人r•
用M¸の‹g等を、 i¦ 28 年 4 月 1 日から%& 5 年 12 月 31 日ま

での間にÄって、™õの要件に当てはまるときは、 µ¶‘’の金額

から最D 3,000 !円 までRS することができます。 

 

●*例の対象となる「被相?人r•用M¸」Åび「被相?人r•用
M¸の‹g等」  

 

下記のsの 3 つの要件„てに当てはまるもの  

・·& 56 年Ù月 31 日以e にCyされたこと。  

・¢分‘‹CzÆ記がされているCzでない こと。 

・相?の7Çの%eにおいて 被相?人以­にr•をしていた人がい

なかったこと。 

 

●*例を受けるたRの適用要件  

 

・Äった人が、相?:は遺Ãにより被相?人r•用M¸Åび被相?
人r•用M¸の‹g等をq’したこと。  

 

・ 相?の7Çがあった日から 3 年をà過する日のÈする年の 12 月

31 日までにÄること。  

 

・相?:は遺Ãによりq’した被相?人r•用M¸をÄるか、被相

?人r•用M¸とともに被相?人r•用M¸の‹g等をÄること。  

 

・相?:は遺Ãによりq’した被相?人r•用M¸の„部のq±し
等をした後に被相?人r•用M¸の‹g等をÄること。  

 

・ÄÉŸ金が 1 Ø円以下であること。  

 

・ÄったM¸Ÿ‹g等について、 相?´産をµ¶した場合のq’»
の*例Ÿ収用等の場合の*VRSなÅ—の*例の適用を受けていな

いこと。 

  



・ì™の被相?人から相?:は遺Ãによりq’した被相?人r•用
M¸:は被相?人r•用M¸の‹g等について、この*例の適用を

受けていないこと。 

 

・_子Ÿ"•なÅ*VのN7がある人に対してÄったものでないこ

と。 

 

 

①は、U適切  +  

4*例は、 M¸をqり±して<gでµ¶する か、そのM¸とともに

‹gをµ¶する ことで適用を受けられますが、Cz付でµ¶する場

合は、"Ê等をæってそのCzが™õのwË基lを満たすよâにす

るz要があります。  

·& 56 年 5 月 31 日以eにCyされたCzをqり±し、<gにして

µ¶する場合も4*例の適用対象です。  

 

②は、適切 ¬  

相?“のq’»加算の*例 （選w適用）  

相?によりq’したfg・Cz・Ò\なÅを、™õ期間?にµ¶し
た場合に、相?“額のâ!™õ金額をµ¶資産のq’»に加算する

ことができる*例。  

ÄったM¸Ÿ‹g等について、「相?´産をµ¶した場合のq’»
の*例」Ÿ「収用等の場合の*V RS」なÅ —の*例の適用を受け

ている場合、=>として4*例の適用は受けられま3ん。  

 

③は、U適切  +  

4*例の適用を受けるたRには、 相?å生からµ¶まで 業・¬
付・r•用にÄ4れていないこと£明 するたR、Äった資産の‘—
gを¾¿するÌ¢ÍÎ長からÂ付を受けた 被相?人r•用M¸等W
¼¤ がWõno時にz要 になります。”務Àではありま3ん。  

  



 
  



《問 13》  

 

Ａさんの相?等にNする以下の文章の空欄 ①～③に入る最も適切な

語句または数値を、下記の〈語句群〉のなかから選び、その記号を解

答用紙に記入しなさい。 

 

Ⅰ 「Ａさんの相?が7Çし、相?人がÁ²に保¾されていたＡさん

のÁÏ£¤遺äを å$した場合、相?人は、Ð滞な}、ÁÏ£¤遺ä
を（ ① ）に™´して、その ¹¼をÁQしなけれƒなりま3ん」  

 

Ⅱ 「Ａさんが 2020 年分の‘’“およびÑÒ*V‘’“についてW
õno¤を™´しな けれƒならない場合に該当するとき、相?人は、

=>として、相?の7ÇがあったことをÓった日の6日から（  ② ）

T月以?にlWõno¤を™´しなけれƒな りま3ん」  

 

Ô  「Ａさんに7る相?“のno¤の™´期6は、=>として、 2021

年（ ③ ）になります。no¤の™´Aは、Ａさんの（死亡時の）•
‘gを‘¿する“務Õ長です」  

 

〈語句群〉 

 

イ．３ ロ．４ ハ．10 ニ．公£Ö場  ホ．M×ØÈ‘  ヘ．”務À  

ト．i月 22 日（0）  チ．10 月 22 日（金） リ．11 月 22 日（月） 

  



【答え】 

 

Ⅰ ①は、ホ．M×ØÈ‘  

 

ÁÏ£¤遺äとは、遺ä者が4文・日付・ÙÚのす{てをÁ¤し、

それにÛvして¥¦する遺ä¤です（ 201* 年から´産Ü録について

¯ÝÞßでも~•と なりました）。 

ÁÏ£¤遺äを保¾していた人・å$した人は、相?7ÇをÓった

後、Ð滞な}、M×ØÈ‘ に遺ä¤を™´し ¹¼をÁQ しなけれƒ
なりま3ん。  

 

Ⅱ ②は、ロ．４ 

 

年のŽ’で死亡した納“者がWõnoà務者である場合に、その亡

}なった人のŸ4りに相?人がæâWõnoを「lWõno」とい

います。lWõnoは 、=>として相?7Çがあったことを Óった

日の6日から 4 T月以? にæâz要があります。  

 

Ô  ③は、チ．10 月 22 日（金） 

 

相?“のno¤は、相?7Çがあったことを Óった日の6日から 10

T月以? に相?人の死亡時の•‘gを¾¿する“務Õ長に™´ する

ことになります。なお、¤当日がf日á日の場合にはâみ明けが期

6となります。  

) さんは 12 月 22 日（x）に亡}なっているので、 10 T月後の¤当
日に当たる6年 10 月 22 日（金）が相?“のno¤の™´期6にな

ります。 

  



《問 14》  

 

Ａさんの相?等にNするsの記t ①～③について、適切なものには

u vを、U適切 なものには+vを解答用紙に記入しなさい。  

 

① 「妻Ｂさんが受けqった死亡保険金は、みなし相?´産として相

?“の–“対象と なります。妻Ｂさんが受けqった死亡保険金 2,500

!円のâ!、相?“の–“価格に 算入される金額は 500 !円となり

ます」 

 

② 「長女Šさんが遺ã分に相当する´産を受けqることができない

場合、長女Šさん は、長äＣさんに対して、遺ã分å害額に相当する

金æの支3をÁQすることができます。遺ã分å害額ÁQ1は、相?
の7ÇがあったことをÓった時から３T月以?にæÄしない場合、

時ÆによりŒ•します」  

 

③ 「I¼さんは、相?“額の２Ö加算の対象になります」  

  



【答え】 

 

①は、U適切  +  

相?人が受けqる 死亡保険金と死亡O˜金 には、•–“#がありま

す。 

 

 •–“#, 500 !円 + ”õ相?人の数  

 

”õ相?人 ( 妻 ®さん・長ä 5 さん・長女 ¯ さんの 3 人 

•–“#, 500 !円 +3 人, 1,500 !円  

 

相?“の–“価格に算入する額  

, 2,500 !円« 1,500 !円, 1,000 !円  

 

 

②は、U適切  +  

遺ã分å害額ÁQ1は、相?を7Çを Óったときから 1 年、相?の
7Çから 10 年で時Æとなります。 

 

遺ã分å害額ÁQとは遺äŸ遺産分Öで遺ã分がå害された`に、

相?人、受遺者および受Ã者に対してå害された額に相当する 金æ
をÁQできる制度 です。 

 

③は、適切 ¬  

相?“額の 2 Ö加算とは、相?Ÿ遺Ãによって´産をq’した人

が、被相?人の 1 _等のç族および配偶者以­の人である場合 に

は、その人の相?“額に 2 Öに相当する額が加算されます。  

 

・被相?人から相?:は遺Ãにより´産をq’した人で、被相?人
の配偶者、GH、子ではない人（例示(被相?人のèéêëŸ、お

い、Rいとして相?人となった人）  

・被相?人の^子として相?人となった人で、その被相?人のIで
もある人のâ!、 Ÿì相?人にはなっていない人  

I Àさんは、Ÿì相?人でないI（ 2 _等のç族）なので 2 Ö加算

の対象となります。 

  



《問 15》  

 

相?人等は《K例》の記Tのとおり、Ａさんの´産をq’した。Ａさ

んの相?に7 る相?“のc額を計算した下記のµの空欄①～④に入

る最も適切な数値を、解答用紙に記入しなさい。なお、問題の性質上、

明らかにできない部分は「□□□」で示してある。 

 
  



【答え】 

 

相?“額のc額の算´›”（１íBš 4 íB）  

１．–“遺産c額«相?“基礎RS  

２．oÁが”õ相?分で相?した場合のoÁの–“遺産額算´  

３．oÁの–“遺産額に相?“をîけ、相?“額を算´  

４．o相?人が実`にq’した相?分に¤¥て相?“額をï分  

 

 

① 

妻 ®さんに7る–“価格  

 

ð現金Åびñò金   1,000 !円  

ðÁ²（‹g 330 Œ）1,000 !円  

ðÁ²（Cz）     500 !円  

ð死亡保険金    2,500 !円  

ð死亡O˜金     5,000 !円  

 

死亡保険金と死亡O˜金は、 •–“#があります。  

それgれ「 500 !円 + ”õ相?人の数」 をRSできます。  

 

”õ相?人は 3 人( 妻 ®さん・長ä 5 さん・長女 ¯ さん 

よって、•–“6度額 , 500 !円 +3 人, 1,500 !円」  

 

ð死亡保険金 2,500 !円« 1,500 !円, 500 !円  

ð死亡O˜金  5,000 !円« 1,500 !円, 3,500 !円  

 

妻 ®さんに7る–“価格は  

 1,000) 1,000) 500) 500) 3,500, 7,000 !円  

 

したがって:解は 、7,000(!円 )になります。 

  



② 

遺産相? に7る基礎RS額  

 

基礎RS, 3,000 !円) 600 !円 + ”õ相?人の数  

 

”õ相?人は 3 人( 妻 ®さん・長ä 5 さん・長女 ¯ さん 

よって、3,000 !円) 600 !円 +3 人, 4,800 !円 です。 

 

したがって:解は 、4,800(!円 )になります。 

 

–“遺産c額 , 相?“の–“価格の合計額«基礎RS額  

 

相?“の–“価格の合計額  

 
 

 妻 ®( 7,000 !円) 長ä 5( 2 Ø 8,000 !円) 長女 ¯ ( 2,000 !円
) I À( 1,000 !円, 3 Ø 8,000 !円  

 

–“遺産c額  

 3 Ø 8,000 !円« 4,800 !円, 3 Ø 3,200 !円  

 

③ 

相?“のc額の基となる“額  

 

 
  



”õ相?人は妻 ®さん・長ä 5 さん・長女 ¯ さんの 3 人 

配偶者のみ 相?分す{て  

BC  範囲 ”õ相?分  配偶者 配偶者なし 

E１BC  子 1/2 でj等分  1/2 j等  

E２BC  %–óÈ  

GHsJGHのB  

1/3 でj等分  2/3 j等  

E３BC  èéêë  

E 1s2 がいない 

1/4 でj等分  3/4 j等  

ð妻 ®さん Î 1_ 2 

ð長ä 5 さん Î 1 _ 2+1 _ 2, 1_ 4 

ð長女 ¯ さん Î 1 _ 2+1 _ 2, 1_ 4 

 

–“遺産c額 3 Ø 3,200 !円を”õ相?分でo人に分配します。  

ð妻 ®さん Î 3 Ø 3,200 !円 +1 _ 2, 1 Ø 6,600 !円  

ð長ä 5 さん Î 3 Ø 3,200 !円 +1 _ 4, 8,300 !円  

ð長女 ¯ さん Î 3 Ø 3,200 !円 +1 _ 4, 8,300 !円  

 

sにô算µ からo人.との相?“額を算´します。  

ð妻 ®さん Î 1 Ø 6,600 !円 + 40Ð« 1,700 !円, 4,*40 !円  

ð長ä 5 さん Î 8,300 !円 + 30Ê« 700 !円, 1,7*0 !円  

ð長女 ¯ さん Î 8,300 !円 + 30Ê« 700 !円, 1,7*0 !円  

 

したがって:解は 、1,7*0( !円 )になります。 

 

④ 

相?“のc額 , 4,*40 !円) 1,7*0 !円) 1,7*0 !円, 8,520 !円  

 

したがって:解は 、8,520(!円 )になります。 

 

 

 

 

 

' 終'  


